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折り紙の薦め

株式会社榎戸材木店
会長　榎 戸 正 人

　NHK朝のテレビドラマ「ハゲハゲ……」ではなく「ばけばけ」が終わり、「風、薫る」が放映されていま
す。次の朝ドラは国会を舞台にした「金、薫る」かも……などと書くと、また政治の話はダメとクレーム
が付きそうなので、今回は折り紙のお話。
　折り紙などと言うと子供の遊びだと言われそうですが、そんなことはありません。インターネットで
色々な情報を集めていると、「折り紙の折り方」などという情報サイトも出て来ます。面白半分に覗いて
みると、書店で販売している折り紙の本にはない、興味深い作品に出合います。
　歳を取ると手先を使う作業をしないとボケてくるので、100均で折り紙を買ってきてチャレンジしてみ
ることにしました。写真の下の「クマさん」と「お魚」は比較的単純な方ですが、それでも一般的な折り鶴
や奴さんなどの折り紙に比べると、なかなか難しい……
　写真上の両側、ネコとウサギの折り紙はポチ袋
になっていて、孫にお小遣いをあげるときに使え
そうです。これは中級クラス。上の段の真ん中、
スーツにワイシャツ、ネクタイの折り紙は上級
コースで、これはもはや指では折れない。虫眼鏡
とピンセットの世界で、途中で投げ出したくなり
ますが、なんとか 2時間がかりで折り上げました。
これはとても、小さい子供には無理でしょう。
　これらを考案しているのは専門の折り紙愛好家
で、よくもまぁ、こんなものを折り紙で作ろうと
考えたものだと感心してしまいますが、これはも
はや趣味の領域を超えていて、本を出版したり折り紙教室を開いたりして収入を得ているのでしょう。
プロの折り紙師です。　このレベルの折り紙になると最初にキチンと角と角を合わせて折り始めないと、
折っているうちにドンドン誤差が出て来て、奇麗に折ることが出来ません。もはや、職人芸の世界です。
　これは仕事の世界でも同様で、最初に適当に始めてしまうと作業を進めるうちにだんだんとつじつま
が合わなくなり、早く終えてもいい加減な仕事で終わってしまいます。従業員に折り紙を折らせると、
仕事は早いが適当な性格の社員と、時間は掛かるが丁寧な仕事をする社員を見分けることが出来るで
しょう。それぞれの性格に合った仕事を与えることで生産性は上がり、会社の業績も向上します。
　たかが折り紙ではありますが、なかなか奥が深いなぁと思いながら、新しい作品にチャレンジしてい
ますが、家族や孫たちに全然ウケないのが悲しい……家庭菜園で野菜を作るくらい難しく、大変な作業
なのですが。
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　最初にGT500クラス14台が最終コーナーからゆっくり走行して来ます。グリーンシグナルで爆音と共
にフル加速。 1コーナーでの集団の駆け引きによる先頭争い。遠ざかる爆音。残るのは、オイルの焼け
た匂いやタイヤのゴム臭。ロックしたタイヤのスモーク。
　次にGT300クラス31台が同じ様にスタートします。
　多少の接触は有りましたがどちらも無事にスタート出来ました。
　 5 ～ 6周すると速度差により、GT500が300を抜き始めます。これもスーパーGTの魅力になります。
　 3時間のレースですから、レースから離れてイベント広場に移動してみました。
　自動車メーカー・タイヤメーカー・部品メーカー等のブース。各チームのオフィシャルショップ。ス
テージでは、レースクイーンのトークショウ等が行われています。レースクイーンって間近で見ると同
一人種とは思えませんね………。
　観戦に来た沢山の人々、推しチームのウェアや帽子で楽しんでいます。派手なので、街中では中々着
られませんね。
　そして、キッチンカーが色々な食べ物・飲み物を揃え、所狭しと並んでいます。（生ビール800円）
　場内は、シャトルバスが運行しているのでコース廻りのミュージアムやウェルカムセンターまでの長
い距離を歩く必要は有りません。
　レースは、 2回のピットストップでのタイヤ交換・燃料補給・ドライバーチェンジを済ませ約110周の
レースになりました。
　数台のリタイアは有りましたが、大きなトラブル・事故も無く17：00にチェッカーフラッグが振られ
3時間の耐久スプリントレースは無事終了しました。

GT500優勝チーム
　36号車トヨタauTOM’S　GR　SUPRA　坪井翔・山下健太（昨年のチャンピオンチーム）
　第 1戦で優勝している為40Kgのハンデで 2連勝（GT700じゃないのと言われています）

GT300優勝チーム
　56号車ニッサンリアライズGT-R　KONDO Racing JPオリベイラ・木村偉織
　近藤マッチのチームです。

　表彰式・シャンパンファイトを見て帰り支度を始め駐車場からの帰り道。ここからが地獄です。
　駐車場から、富士スピードウェイの外に出るまで 1時間。御殿場インターまで 1時間。
　約80,000人の観客の殆どが車で来ているのですから仕方が有りません。
　しかし、レースの話をしながら帰ると楽しいものです。特に推しのチーム・選手が良いパフォーマン
スをした時はなおさらです。
　帰宅後は、Jスポーツで録画した予選・決勝を鑑賞しながら一杯。
　テレビで観戦すると細かいレース状況が分かりもう一度楽しめます。
　これが私のモータースポーツ観戦記になります。
　・観戦チケット代　12,000円x2名　・駐車料金3,000円/台（途中退場可）
　・宿泊代　車中泊の為　 0円　・酒つまみ代　いつも通り　・ミシュラン君帽子　5,000円x 2
 以上
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